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天皇、皇后両陛下 桑折の桃農家を視察
　
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
７
月
16
日
、

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
状
況

を
視
察
す
る
た
め
に
新
幹
線
で
ご
来

県
さ
れ
ま
し
た
。
視
察
が
目
的
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
両
陛
下
の

意
向
に
沿
っ
た
私
的
旅
行
。
そ
の
中

で
も
、
桑
折
町
の
桃
畑
に
は
両
陛
下

た
っ
て
の
希
望
で
の
ご
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。

　
２
年
前
の
７
月
23
日
、
原
発
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
に
苦
し
む
桃
農
家

激
励
の
た
め
本
町
を
訪
問
さ
れ
る
は

ず
だ
っ
た
両
陛
下
で
す
が
、
前
日
夜

半
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
同
一
県
内
で

大
き
な
被
害
が
出
た
こ
と
に
配
慮
し
、

当
日
の
朝
、
苦
渋
の
決
断
で
ご
訪
問

を
取
り
や
め
た
と
い
う
経
過
が
あ
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
ご
訪
問
は
「
ど
う
し
て
も

２
年
前
の
続
き
が
し
た
い
。
当
時
訪

問
で
き
な
か
っ
た
桃
畑
で
、
直
接
農

家
の
人
と
お
話
し
し
た
い
。」
と
い

う
両
陛
下
の
強
い
希
望
に
よ
り
実
現

し
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
桃
畑
は
、
２
年
前
に
お
迎

え
す
る
は
ず
だ
っ
た
、
南
祐
宏
さ
ん

の
畑
。
南
さ
ん
の
出
迎
え
で
御
料
車

を
降
り
ら
れ
た
両
陛
下
は
、
雨
脚
の

強
い
中
、
仲
む
つ
ま
じ
く
２
人
で
一

つ
の
傘
に
入
り
桃
畑
を
歩
か
れ
ま
し

た
。

　
ち
ょ
う
ど
お
い
し
そ
う
に
色
づ
い

た
桃
の
下
に
案
内
さ
れ
た
両
陛
下
は
、

南
さ
ん
か
ら
、
桃
の
品
種
や
、
放
射

能
対
策
と
そ
の
成
果
の
説
明
を
受
け

る
と
「
大
変
で
し
た
ね
」「
も
う
安

全
で
す
ね
」
な
ど
と
言
葉
を
掛
け
ら

れ
、
ま
た
途
中
、「
袋
は
か
け
る
の

で
す
か
？
」
な
ど
積
極
的
に
質
問
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
降
り
や
ま
な
い
雨
の
中
で
し
た
が
、

ぬ
か
る
む
足
元
を
気
に
さ
れ
る
ご
様

子
も
な
く
、
終
始
笑
顔
を
う
か
べ
ら

れ
、
和
や
か
で
穏
や
か
な
桃
畑
訪
問

と
な
り
ま
し
た
。

南 祐
まさひろ

宏さん

友
ともすけ

祐さん、春
はるこ

子さん

お出迎えの際に「２年ぶりです
ね」とお声掛け頂き、ふっと緊
張がほぐれました。これからも
安心・安全な桃を生産していき
たいです。

「おいしい桃をありがとうござい
ます」と言われたのですが、涙
をこらえるのに精いっぱいで、
「ありがとうございました」とお
答えするのがやっとでした。

南さんのご両親

広報こおり No.548
【 特 集： 天 皇 皇 后 両 陛

下、桃農家を視察】

復旧から復興へ―。いつ起こ
るか分からない自然災害に備
えるため、防災訓練を実施。
「自助・共助・公助」をキーワー
ドに、一人一人の防災力の重
要性を投げかけています。
（平成28年11月号）

広報こおり No.563
【特集：町を守る想いは

同じ】

町を守る想いは同じ
いつ起こるかわからない、自然災害。

被害軽減のためには、日頃から個人や地域の「防災力」を高めることが重要です。
災害は忘れた頃にやってくる―、この教訓を忘れないよう、

自分自身や家族、そして、地域を守るために、できることを考えてみませんか。

自助・共助・公助のまちづくり

特集

自助
―  self  help  ―

自助とは、自分の力だけで事を成し遂げること―
災害発生時、すぐに対応できるのは自分、家族、そして近隣住民。
発生直後の一刻を争う救助は、周りにいる人にしかできません。
日頃から地域の防災訓練に参加するなどして「自分でできること」
「家族や近隣住民との連絡体制」を確認しておくことが重要です。

nterv iewI
　東日本大震災の際、小さい子どもを連れ
て避難したわたしに、避難所の皆さんがと
ても親切にしてくださったことを今でも覚
えています。あの日、日頃から地域の人と
交流すること、助け合うことが大切だと実

感し、その思いから今年は子どもと一緒に
訓練に参加しました。わたしの町内会には、
高齢の方、ひとり暮らしの方も多くいます。
近所の方とのつながりを大切にし、共に助
け合う地域になったらいいなと思います。坂本有子さん（南）

　
平
成
28
年
度
桑
折
町
地

域
防
災
訓
練
が
10
月
1

日
、
醸
芳
小
学
校
と
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
園
」
で
行
わ
れ
、
町
民

約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
桑
折
地
区
の
住
民
自
治

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、

防
災
無
線
に
よ
る
安
否
確

認
や
避
難
所
ま
で
の
避
難

訓
練
、避
難
所
開
設
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
、
自
分
た
ち
の
安
全

確
保
を
自
分
た
ち
で
行
う

と
い
う
「
自
助
」
が
実
践

さ
れ
ま
し
た
。
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1_親子3世代で楽しみながら消火器の操作方法を学ぶ　2_婦人会や日
本赤十字社の皆さんが600食分の炊き出しを準備　3_災害対策本部と
町民らが消防士の訓練を見つめる　4_消防士が建物の屋上に取り残さ
れた人を救出する訓練を実践　5_町内会ごとに集まり、まとまって避
難所へ向かう　6_消防団が町内パトロールへ向かう　7_煙をなるべく
吸わないように口にハンカチを当てて…煙体験　8_町内会の代表が一
人一人に炊き出しを手渡す　9_入口でスクリーニング検査を実施　

3 広報こおり　平成 28 年 11 月号 2広報こおり 平成 28 年 11 月号

いま、誰ひとり感じとることのできない放射性物質におびえている。
土や草に吸着しているセシウムという見えない物質に不安を抱きながら
私たちは日々の生活を送っている。
また、何代にもわたり、伊達市、桑折町、国見町、川俣町の
それぞれの地で、土とともに生きてきた農家はいま、そのセシウムという
存在に困惑しながら農作業を行わなければならない。
豊作の喜びを思い描きながら、
そして、生産者としての誇りを胸にという、
農家として当たり前の感情を抱くことが許されない現状に、農家の苦悩は続く。
国が示す安全基準値を下回る農作物までもが風評被害という非情な状況にあっている
現実に、今後どのようにして農業を営んでいけばいいのだろうか…。

特集

本号の特集は、伊達市、桑折町、国見町、川俣町の合同で構成されています。

500号発行は3.11震災直
後。原発事故による放射能汚
染という深刻な問題をテーマ
に掲げ、風評被害に向き合う
農家を取材。信頼回復を願う
生産者が胸の内を訴えていま
す。（平成23年8月号）

広報こおり No.500
【特集：農業に投げかけ

られた波紋】

県内でもいち早く避難者を受
け入れ、全国でも例を見ない
団地内への仮置き場設置を決
めた本町。先進事例として、
安倍総理大臣が視察に訪れた
ときの様子を伝えています。
（平成26年6月号）

広報こおり No.534
【特集：安倍総理大臣が

仮置き場を視察】

安倍総理大臣が大和団地の仮置場を訪問

広報 JUN.2014
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No.534

平成26年６月号

広報

　「
こ
お
り
満
福
ま
つ
り
！

２
０
１
７
」
が
10
月
9
日
、
ふ
れ
あ

い
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
屋
根
付
き
屋
外
ス

テ
ー
ジ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
髙
橋
宣
博
町
長
ら

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
合
わ
せ
、
来
場

者
が
一
斉
に
風
船
を
大
空
へ
と
放
ち
、

ス
テ
ー
ジ
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
こ
け
ら
落
と
し
と
な
っ

た
ス
テ
ー
ジ
で
、
町
祇
園
囃
子
振
興

会
や
醸
芳
中
吹
奏
楽
部
、
ヒ
ッ
プ ―  こおり満 福まつり！ 2 0 1 7  ―

❺❻町内の子どもたちが元
気なパフォーマンスを披
露　❼おいしい屋台が多数
集結　❽AKB48Team8が
MCを担当　❾美声の持ち
主chayさん　10映画「物
置のピアノ」の主題歌で
お 馴 染 み のkainatsuさ ん　
11憧れのアーティスト登場
で観客は満面の笑顔に

ホ
ッ
プ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
の
皆
さ
ん

が
セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

お
楽
し
み
の
野
外
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が

ス
タ
ー
ト
。
開
催
3
回
目
と
な
る
今

年
は
、
井
上
苑
子
さ
ん
や
ｃ
ｈ
ａ
ｙ

さ
ん
ら
が
登
場
し
、
会
場
に
は
次
か

ら
次
に
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ト

リ
を
飾
っ
た
М
Ｉ
Ｎ
М
Ｉ
さ
ん
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
会
場
全
体
が
タ
オ
ル

を
回
し
熱
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

若い力
未来へはばたく！

❶3年連続登場の井上苑子さんが透明感あふれる歌声を披露　❷県内外から約1万5
千人の来場者が会場を埋め尽くす　❸皆さんの記憶に残る1日にしたいとあいさつす
る髙橋町長　❹観客の目の前で歌うMINMIさん。ライブの盛り上がりも最高潮に

去年までは参加者でしたが、今年は自分たちもステージ
に上がって演奏することになり、貴重な体験ができまし
た。思ったより人が大勢いて緊張しましたが、多くの人
に演奏を聴いてもらえてうれしかったです。

醸芳中吹奏楽部 佐久間美姫さん（左）、志賀美和湖さん（右）

こんなに大きなステージで踊るのははじめての経験だっ
たので、とてもうれしかったです。ソロのパートもあっ
てプレッシャーもありましたが、楽しく踊りきることが
できてよかったです。

目黒愛美さん（左）、近野花果さん（右）

大好きなアーティストのライブを目当てに、福島市から
遊びに来ました。無料でたくさんのアーティストのライ
ブを聴けるのでありがたいです。桑折町はのどかな雰囲
気で、とても落ち着く場所だなと感じました。

舘美佳さん（左）、坂本彩花さん（右）

こおり未 来 のチカラプロジェクト

1

23
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▶ intervew　　来場者にイベントへの想いを聞きました

2広報こおり 平成29年11月号3 広報こおり 平成29年11月号

待
望
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ

盛
大
に
オ
ー
プ
ン
！

桑折ヒップホップ
キッズスクール

ふれあい公園に集まる人・人・
人！有名アーティストらによ
る野外ライブ「満福まつり」
を開催。歌の力で来場者の心
も励まされ、町中にたくさん
の元気と笑顔があふれまし
た。（平成29年11月号）

広報こおり No.575
【特集：若い力　未来へ

はばたく！】

広報こおり No.583
【特集：時と人をつなぐ

―桑折の桃】

25
年
の
成
果
を
支
え
た
の
は

惜
し
ま
な
い
努
力
の
賜
物
だ
っ
た

丹
精
込
め
て

農 家 の 歳 時

【特集】時と人をつなぐ―  桑折の桃

25
年
に
も
わ
た
る
素
晴
ら
し
い
功
績
は
、
何
よ
り
農
家
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。

桃
と
向
き
合
っ
て
50
年
以
上
に
な
る
ベ
テ
ラ
ン
農
家
さ
ん
に

桃
と
と
も
に
歩
ん
だ
人
生
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
表
に
出
て
こ
な
い
生
産
者
の
声
―
。

桃
に
懸
け
る
想
い
が
、
い
ま
明
か
さ
れ
ま
す
。

　
25
年
を
振
り
返
る
と
、
や
は
り
原

発
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
が
、
一
番

ピ
ン
チ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。寒
い
中
、

農
業
仲
間
を
は
じ
め
、
近
所
の
み
ん

な
で
協
力
し
て
除
染
。
お
か
げ
で
、

無
事
放
射
性
物
質
は
未
検
出
の
レ
ベ

ル
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。
た
だ
、
い

く
ら
数
値
が
下
が
っ
た
と
し
て
も
、

心
配
す
る
の
は
、
風
評
被
害
―
。
そ

ん
な
中
で
迎
え
た
、
献
上
桃
指
定
↘

震
災
を
糧
に
︱

の
時
期
で
、
桑
折
の
桃
が
出
せ
る
か

出
せ
な
い
の
か
、
国
や
県
の
判
断
を

待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ
る
中
、

無
事
献
上
が
決
定
。
安
心
感
が
こ
み

上
げ
る
と
と
も
に
「
国
や
県
は
、
風

評
被
害
払
拭
の
た
め
に
舵
を
と
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
も
思
い
ま
し
た
。

あ
る
意
味
、
震
災
の
お
か
げ
と
言
う

の
で
し
ょ
う
か
。
未
曽
有
の
事
態
の

中
で
、前
向
き
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
、

希
望
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。
↖

　
桃
を
作
り
続
け
て
、
も
う
47
年
に

な
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
か
つ
て
全
て

の
品
種
で
思
い
通
り
の
桃
を
収
穫
で

き
た
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
象
の

変
化
な
ど
、毎
年
何
か
し
ら
あ
っ
て
、

想
定
か
ら
ず
れ
て
い
く
の
で
す
。
で

も
、
そ
こ
が
、
桃
づ
く
り
の
面
白
さ
。

ど
の
く
ら
い
水
を
あ
げ
る
か
、
ど
こ

を
剪
定
す
る
か
な
ど
、
木
が
出
し
て

い
る
「
合
図
」
を
見
極
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
木
１
本
１
本
の
状
態
を

見
て
、
そ
の
木
に
合
っ
た
方
法
で
育

て
て
い
く
の
で
す
。

　
農
業
初
心
者
や
こ
れ
か
ら
農
家
を

始
め
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
開
設

は
じ
め
て
の
桃
栽
培
講
習
会
」
の
塾

長
を
務
め
て
、
今
年
で
9
年
に
な
り

ま
し
た
。
や
は
り
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
、
農
家
の
人
手
不
足
が
心
配
で

す
。
農
業
の
面
白
さ
を
肌
で
感
じ
、

若
い
人
で
も
、
定
年
を
過
ぎ
た
人
で

も
、
ぜ
ひ
農
業
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　町
に
皇
太
子
殿
下
、
雅
子
妃
殿
下

が
訪
問
さ
れ
る
と
き
、
5
組
の
農
園

を
回
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
わ
た
し
の
農
園
が
大
ト
リ
に
。

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
身
を
引
い
て

待
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

担
当
者
に
「
旦
那
さ
ん
、
も
っ
と
↘

人
の
出
会
い
に
感
謝

　
す
る
と
、
ま
も
な
く
お
二
方
が
到

着
。「
い
つ
も
美
味
し
い
桃
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
や
さ
し
い

お
言
葉
を
頂
戴
し
、「
こ
れ
か
ら
も
、

お
い
し
い
が
な
、贈
り
ま
す
か
ら
！
」

と
笑
顔
で
返
事
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
あ
れ
か
ら
、
原
発
事
故
や
病
原
体

の
発
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も

起
こ
り
ま
し
た
が
、あ
の
お
言
葉
が
、

わ
た
し
を
は
じ
め
多
く
の
農
家
や
町

民
の
励
み
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　「
桑
折
の
桃
を
１
番
に
す
っ
ぺ
」

を
合
言
葉
に
、
農
業
仲
間
や
さ
ま
ざ

農業歴47年

蓬田 幸夫さん

農業歴65年

安永 稔さん

前
に
出
て
」
と
言
わ
れ
、
人
だ
か
り

の
一
番
前
に
立
ち
ま
し
た
。
↖

桃の木は、たくさん日が当たると、甘くおいしい実
を付けます。木が若いうちから樹形を整え、たくさ
んの日光を当てて木の生育を保ちます。

剪定作業

摘蕾作業

授粉作業

袋掛け作業

1
月
〜
2
月
頃

摘蕾によって、実る果実の数を減らしていきます。
これによって、残った実に十分栄養が行き渡り、甘
くおいしい実を収穫することができます。

2
月
下
旬
〜
4
月
下
旬
頃

収穫が遅い品種などは袋を掛けることで、病害虫の
被害や表面の荒れを防ぎ、外観をきれいに仕上げる
ことができます。

6
月
中
旬
〜
6
月
下
旬
頃

4
月
中
旬
〜
4
月
下
旬
頃

花粉の少ない品種や花粉がない品種では、授粉作業
が必須です。丁寧な授粉作業で確実な収穫をめざし
ます。

美味しい桃が
実るまでの農家に迫る

ま
な
協
議
会
役
員
、
農
協
職
員
の

方
々
と
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
は
人
が
い
な
い
と
何
も

出
来
な
い
ん
で
す
。
献
上
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
国
や

県
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
と
の
出
会

い
が
始
ま
り
で
す
。
ま
た
、
農
業
で

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
も
、
先
輩
方

や
仲
間
が
い
て
く
れ
る
か
ら
乗
り
越

え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
桃
づ
く
り
、
農
業
は
、
わ
た
し
に

「
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

人
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
、
桃
と

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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昭和36年9月号

第1号は、A5版・ザラ紙での始まりでした。
100号記念特集では「今後も読んでもら
える広報を目指す」と締めくくりました。

昭和53年3月号

昭和61年7月号

200号は夏休みを迎えるにあたり、家庭
での過ごし方を紹介。300号表紙では今
なお続くこおりの題字が使われています。

400号はより見やすい広報づくりのため
カラー印刷を導入。500号は半世紀の節
目としてこれまでの軌跡を紹介しました。

る
見
出
し
に
な
る
よ
う
考
え

ま
す
。

❹
校
正　
　

◀

　

デ
ー
タ
を
印
刷
会
社
に
入

稿
し
て
試
し
刷
り
を
し
ま

す
。
見
づ
ら
い
と
こ
ろ
や
写

真
の
色
味
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

何
度
も
修
正
を
重
ね
ま
す
。

❶
企
画
＆
情
報
収
集

　

お
よ
そ
1
か
月
間
の
町
の

動
き
を
洗
い
出
し
、
今
一
番

何
を
伝
え
る
べ
き
か
、
ど
う

し
た
ら
効
果
的
に
掲
載
で
き

る
か
を
考
え
ま
す
。

❷
取
材　
　

◀

　

広
報
担
当
者
や
担
当
課
が

取
材
に
出
向
き
ま
す
。
状
況

が
正
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
写
真

を
撮
っ
た
り
、
皆
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
し

て
、
現
場
の
雰
囲
気
を
記
録

し
ま
す
。

携帯電話に下記のQRコードを
かざしてご覧ください。

バックナンバーこちら

9
Sep . 2019 

vol. 597

広報

しわの数だ
け、しあわ

せがある

［  敬老の日は、大切な家族といっしょに ―  ］

5
May . 2018 vol. 581

「食」×「農」笑顔をつなぐ交流拠点
― L e g a r e  K o o r i  O p e n ―

◆特集

ぱくっ♡

広報

町民の皆さんの
笑顔とともに

600号
広報こおりは本号で600号、創刊から58年を迎えました。皆さ
んの手元に届くこの情報紙には、町からのお知らせはもちろん、
地域の話題やニュース、そして皆さんの笑顔が詰められています。
広報こおりに込められた思いと作成の裏側を紹介します。

❸
編
集　
　

◀

　

文
章
を
考
え
、
写
真
を
選

び
、
編
集
専
用
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
全
ペ
ー
ジ
を
レ
イ
ア

ウ
ト
し
ま
す
。
目
を
引
く
デ

ザ
イ
ン
、
読
ん
で
み
た
く
な

❺
印
刷　
　

◀

　

印
刷
会
社
で
約
４
千
部
が

印
刷
・
製
本
さ
れ
、
毎
月
第

1
水
曜
日
の
発
行
に
合
わ
せ

て
役
場
に
納
品
さ
れ
ま
す
。

お知らせ版

500 号から振り返る桑折町の復興の歩み

「広報こおり」の歴史

「広報こおり」ができるまで

広報紙

軌跡Special Feature
広報600号の

第 1 号 第100号

第200号 第300号

第400号 第500号

献上桃の郷として宮家との縁
の深い本町。上皇上皇后様が
私的旅行で桃農園を訪れ「風
評被害に負けず頑張ってくだ
さい」とあたたかいお言葉を
かけてくださいました。（平
成27年8月号）

❻
配
布　
　

◀

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
が
役
場
か
ら

各
地
区
の
行
政
連
絡
員
の
元

へ
配
達
。
そ
の
後
、
各
家
庭

へ
届
け
て
い
ま
す
。

3.11震災を乗り越え、25年
連続で献上桃に選ばれまし
た。ベテラン農家の惜しみな
い努力とバトンを受け継ぐ若
手農家を取材。改めて町のシ
ンボルである桃の魅力を伝え
ています。（平成30年7月号）

も
か
ら
大
人
ま
で
、
町
で
頑
張
っ

て
い
る
人
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

当
て
、
読
む
と
さ
ら
に
町
に
親
し

み
を
も
て
る
よ
う
な
、
応
援
し
た

く
な
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い

る
姿
や
率
直
な
意
見
は
、
読
者
の

目
を
引
き
、
共
感
を
呼
び
、「
自

分
た
ち
の
町
を
良
く
し
よ
う
」
と

い
う
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
広
報
こ
お
り
を

き
っ
か
け
に
、
故
郷
に
誇
り
を
も

ち
、
も
っ
と
町
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
36
年
4
月
か
ら
全
町
民

を
対
象
に
、
毎
月
１
回
発
行
し

て
い
る
広
報
こ
お
り
。
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
と
と
も
に
歩
み
続
け

て
58
年
、
本
号
で
６
０
０
号
を

迎
え
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

地
域
の
話
題
を
届
け
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
広
報
こ
お
り

の
編
集
ス
タ
イ
ル
と
そ
の
「
こ

だ
わ
り
」
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

　

広
報
こ
お
り
を
作
成
す
る
上

で
、
特
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点

は
「
町
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
の

広
報
紙
づ
く
り
」
で
す
。
子
ど

平成6年11月号

平成15年3月号 平成23年8月号
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新緑がきらめく公園にて、しゃぼん
玉で遊ぶ市川さんご家族

素敵な笑顔はあのころのまま

軌跡Special Feature
広報600号の

　

近
年
Ｉ
T
化
が
進
み
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
情
報
収
集
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
情
報
を
知
り

た
い
と
思
っ
た
人
し
か
、
そ
の
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
点
、
広
報
紙
は
行
政
連

絡
員
を
通
じ
て
、
直
接
各
家
庭
に

配
ら
れ
る
の
で
、
行
政
に
あ
ま
り

関
心
が
な
い
人
で
も
、
何
気
な
く

手
に
取
っ
て
、
町
の
施
策
や
出
来

事
な
ど
が
伝
わ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
「
き
れ
い
な
写
真
だ
な
」「
知
り

合
い
が
載
っ
て
る
！
」
な
ど
、
ふ

と
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
広
報

紙
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、
町
の
方

針
や
町
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
も
目
を
向
け
、
さ
ら
に

町
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
10
年
前
に
表
紙

を
飾
っ
た
、
市
川
聡
さ

ん
ご
家
族
。
広
報
紙
が

６
０
０
号
に
到
達
し
た
記

念
に
、
再
登
場
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
時
2
歳

だ
っ
た
愛あ

か

り
夏
莉
さ
ん
は
小

学
6
年
生
、
4
歳
だ
っ
た

葵あ
お
い子
さ
ん
は
中
学
2
年
生

と
立
派
な
お
姉
さ
ん
に
成

長
し
、
今
は
姉
妹
で
テ
ニ

ス
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
「
当
時
は
町
に
移
住
し

て
き
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で

し
た
。
町
の
広
報
に
家
族

写
真
を
載
せ
て
も
ら
え
て

あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
」
と
母
の
清
子

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
の
主
役
で

あ
る
皆
さ
ん
と
共
に
広
報

紙
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

主
役
は
町
民
の
皆
さ
ん

住
民
参
加
型
の
紙
面
づ
く
り

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

身
近
な
情
報
紙
を
め
ざ
し
て

広
報
こ
お
り
が
目
指
す
も
の

600号記念に再登場

「今月の話題は何かな？」とワクワク

行
政
連
絡
員
が
各
家
庭
へ
配
布

毎
月
４
千
部
を
発
行

広報こおりを皆さんのもとへ届ける
皆さんの手元に

信
ツ
ー
ル
。
広
報
紙
を
き
っ
か
け

に
、
住
民
は
行
政
を
知
り
、
行
政

は
住
民
目
線
と
な
り
、
お
互
い
が

歩
み
寄
っ
て
、
町
全
体
で
共
通
意

識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住

民
と
行
政
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
る

た
め
に
も
、
広
報
紙
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
な
の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、広
報
こ
お
り
は
、

毎
号
多
く
の
皆
さ
ん
に
登
場
い
た

だ
き
な
が
ら
、
町
の
課
題
を
一
緒

に
考
え
た
り
、
お
店
や
人
物
紹
介

な
ど
の
親
し
み
や
す
い
コ
ー
ナ
ー

を
た
く
さ
ん
設
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
先
も
、
住
民
と
行
政
が
双

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、「
行
政

が
考
え
て
住
民
に
授
け
る
も

の
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
ん

で
い
る
町
の
現
状
、
課
題
は
何

な
の
か
を
み
ん
な
で
考
え
、
そ

の
問
題
に
向
か
っ
て
い
く
。
そ

ん
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
理
想

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
に
は
、
ま
ず
は
、
皆
さ

ん
に
町
の
実
情
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
広
報

紙
は
、町
の
動
き
を
よ
り
早
く
、

正
確
に
、
そ
し
て
平
等
に
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
で
き
る
情
報
発

方
向
で
情
報
を
発
信
し
、
互
い
に

情
報
を
共
有
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
広
報

紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

子どもにとっても分かりやすく、誰もがつい手に
取りたくなるような紙面づくりを心掛けています

広報紙を届けるとき、ご近所さんと
会話をするのも楽しみのひとつ

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

へ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

各
家
庭
へ
広
報
紙
を
届
け

て
い
る
行
政
連
絡
員
。
広

報
紙
だ
け
で
な
く
、
お
知

ら
せ
版
や
各
団
体
の
チ
ラ

シ
も
合
わ
せ
る
と
時
に
配

布
物
が
20
種
類
を
超
え
る

こ
と
も
。
毎
月
班
ご
と
に

仕
分
け
を
し
、
配
布
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

伊
達
崎
下
郡
下
町
内
会

を
担
当
す
る
藤
倉
新
一
さ

ん
は
「
広
報
こ
お
り
は
、

い
つ
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
地
域
の
話
題
が
た
く

さ
ん
載
っ
て
い
て
、
毎
月

家
に
届
く
の
が
楽
し
み
で

す
」
と
話
し
ま
す
。
行
政

連
絡
員
の
お
か
げ
で
、
町

の
「
今
」
を
皆
さ
ん
に
共

有
で
き
て
い
る
の
で
す
。

10 年前に表紙を飾ったあのご家族は今！

皆さんの心に響く写真となるように、試行錯誤を重ねて撮影しています
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NE
WS

pick up まちのニュース

長年の功績を称えて
さまざまな分野で町発展のために活躍した方を表彰

▲謝辞を述べる宮本一郎さん

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

野
田
ひ
と
み
さ
ん
、
全
国
一

優秀選手　野田 ひとみさんチームのみんなで取った賞

1

54

2

3

【後列左から】佐藤榮三、川名靜子、蓬田勝治、菅野泰弘、浅野靖夫、旭計器株式会社　奥山篤
【前列左から】羽根田八千代、片平秀雄、原賢志副議長、髙橋宣博町長、宮本一郎、旭計器株式会社　多賀新吾、鈴木芙容（敬称略）

　まさか自分が選ばれるとは思っていなかった
ので、正直とても驚きました。チームのメンバー
から「練習の成果が報われました」と声をかけ
てもらったことが何よりうれしかったです。個
人賞ではありますが、チームのみんなで取った
賞だと思います。
　平日夜遅い時間の練習にもかかわらず、いつ
も伊達地方消防組合の皆さんをはじめ、多くの

町消防団の皆さんに指導をいただきました。
また、当日も横浜の会場まで、町民の皆さん
が大型バスで駆け付けていただき、本番前で
緊張する中、皆さんの存在がとても心強く「こ
んなに応援してもらえてありがたい」と感謝
の気持ちでいっぱいでした。この大会出場を
機に、改めて桑折町の地域の輪、あたたかさ
を感じることができました。

　

47
都
道
府
県
の
女
性
消
防

団
員
が
活
動
の
技
術
な
ど
を

競
う
第
24
回
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
が
11
月
13
日
、
横

浜
市
で
あ
り
、
県
代
表
の
桑

折
町
消
防
団
女
性
消
防
隊
の

指
揮
者
・
野
田
ひ
と
み
さ
ん

が
優
秀
選
手
賞
（
全
国
一
）

を
獲
得
し
ま
し
た
。
２
年
に

一
度
開
催
で
、
県
代
表
と
し

て
指
揮
者
が
全
国
一
に
な
る

の
は
初
。

　

大
会
に
は
、
同
町
女
性
消

防
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
７
人

が
エ
ン
ト
リ
ー
。
吉
田
久
恵

隊
長
を
除
く
６
人
が
操
法
披

露
し
ま
し
た
。
１
本
の
長
さ

が
20
メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー
ス
を

３
本
つ
な
ぎ
、
約
70
メ
ー
ト

ル
先
の
火
点
（
標
的
）
に
向

け
て
放
水
。
火
点
が
倒
れ
る

ま
で
の
全
体
の
タ
イ
ム
や

各
隊
員
の
行
動
の
正
確
さ
、

チ
ー
ム
全
体
の
規
律
や
士
気

な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

桑
折
町
の
メ
ン
バ
ー
は
、

指
揮
者
・
野
田
ひ
と
み
さ
ん
、

１
番
員
・
鈴
木
円
さ
ん
、
２

番
員
・
菅
野
茜
さ
ん
、
３
番

員
・
上
野
幸
子
さ
ん
、
４
番

員
・
髙
橋
香
菜
子
さ
ん
、
補

助
員
・
松
野
枝
里
子
さ
ん
。

団
体
は
敢
闘
賞
を
受
賞
。
指

揮
者
の
野
田
さ
ん
が
、
ポ
ジ

シ
ョ
ン
別
の
優
秀
選
手
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
以
降
、
伊
達
地

方
消
防
組
合
西
分
署
に
週
１

日
集
ま
り
練
習
。
９
月
以
降

は
週
２
日
以
上
に
練
習
を
増

や
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
を
扱

う
手
も
お
ぼ
つ
か
な
い
隊
員

も
、
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に

動
き
が
見
違
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

吉
田
隊
長
は
「
指
導
し
て

く
れ
た
人
や
支
え
て
く
れ
た

人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
、
指
導
に
当

た
っ
た
同
分
署
の
原
信
一
署

長
は
「
こ
れ
ま
で
の
頑
張
り

の
成
果
。
指
導
者
と
し
て
こ

の
上
な
い
喜
び
で
す
」
と
頑

張
り
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
表
彰

す
る
町
表
彰
式
が
11
月
22
日
、「
イ

コ
ー
ゼ
！
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
特
別
功
労
表
彰
】

▼
本
町
の
振
興
発
展
に
尽
く
し
た

功
績
に
よ
り
叙
勲
ま
た
は
褒
章
の

栄
に
浴
し
た
者

（
旭
日
単
光
章
）   　
　

宮
本
一
郎

【
功
労
表
彰
】

▼
町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
て
、

12
年
以
上
在
職
し
た
者

（
町
議
会
議
員
）　　
　

片
平
秀
雄

　

羽
根
田
八
千
代　
　

川
名
靜
子

　

佐
藤
榮
三

▼
非
常
勤
の
特
別
職
ま
た
は
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
者
で
、
多
年
本

町
の
公
務
を
助
け
特
に
功
績
顕
著

な
者

（
消
防
団
員
） 　

 　
　

 

渋
谷
英
一

平
塚
利
幸　
　

菅
野
泰
弘

宍
戸
雄
一　
　

後
藤
徳
之

浅
野
靖
夫　
　

佐
藤
一
則

蓬
田
勝
治　
　

阿
部
健
七

阿
部
達
也　
　

半
澤
良
昭

永
井　

航　
　

宍
戸
邦
弘

　
　
　

松
野
幸
一

（
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
）鈴

木
芙
容

▼
町
の
公
益
の
た
め
１
０
０
万
円

以
上
の
金
品
を
町
に
寄
附
し
た
者

（
寄
附
）　　
　

旭
計
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

多
賀
新
吾

松
本　

毅

【
善
行
表
彰
】

▼
団
体
ま
た
は
個
人
で
あ
っ
て
、

多
年
町
の
公
益
に
関
す
る
事
業
に

尽
く
し
、
ま
た
は
公
務
を
助
け
そ

の
成
績
顕
著
で
あ
っ
て
町
民
の
模

範
と
な
る
者

（
献
血
）   

遠
藤　

力　

小
出
武
司

▼
町
の
公
益
の
た
め
、
多
額
の
金

品
を
寄
附
し
、
ま
た
は
奇
特
の
行

為
が
あ
っ
た
者

（
寄
附
）　　
　
　
　
　

大
槻
三
雄

1本番直前、集中力を高め、
真剣な表情で整列する選手
たち　2火点に向かって全
力疾走　3体に叩き込んで
きた練習の成果を全国の晴
れ舞台で堂々と披露　4吉
田隊長を先頭に整列。閉会
式で桑折町の名前が呼ばれ
た瞬間 5秋本敏文日本消防
協会会長から賞状を受け取
る野田さん
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◀�
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
福
島
信
用
金

庫
よ
り
災
害
支
援
物
資
を
受
け
取
る

第２回町政策推進有識者会議
町の将来像実現に向けて

1

2

町
内
防
火
パ
レ
ー
ド

消
防
団
が
火
の
用
心
を
啓
発

◀�
消
防
車
4
台
が
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た

▶�

広
告
付
き
年
賀
は
が
き
を
買
い
求
め

る
人
で
列
が
で
き
る
桑
折
郵
便
局

54

台
風
19
号
の
被
災
者
へ

町
と
社
協
か
ら
災
害
見
舞
金

福
島
信
用
金
庫
よ
り

災
害
支
援
物
資
の
寄
附
贈
呈

　

町
の
事
業
に
つ
い
て
外

部
有
識
者
か
ら
意
見
を
い

た
だ
く
「
桑
折
町
政
策
推

進
有
識
者
会
議
」
の
第
２

回
目
の
会
議
が
、
11
月
１

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
会
議
に
先
立

ち
、
史
跡
桑
折
西
山
城
跡

や
役
場
新
庁
舎
建
設
現
場

な
ど
、
町
が
重
点
項
目
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
に
つ
い
て
、
委
員
が
現

地
を
視
察
し
、
計
画
の
進

ち
ょ
く
や
今
後
の
展
開
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
今
回
新
た

に
、
担
い
手
育
成
や
耕
作

放
棄
地
解
消
に
よ
る
農
業

振
興
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
た
生
き
が
い
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
の
推

進
、
賑
わ
い
創
出
に
向
け

た
土
地
利
活
用
促
進
に
向

け
た
施
策
も
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
委
員
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
を
提
言
書

に
取
り
ま
と
め
、
町
長
に

提
出
す
る
予
定
で
す
。

第２回町政策推進有識者会議
町の将来像実現に向けて

お試し住宅がオープン
移住定住促進を目指す

桑
折
町
広
告
付
き
年
賀
状

郵
便
局
で
好
評
発
売
中

　

台
風
19
号
で
被
害
を
受

け
た
本
町
に
対
し
、
11
月

８
日
、
福
島
信
用
金
庫
よ

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料

や
タ
オ
ル
、
軍
手
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
島
信
用
金
庫
の
渡
邉

伸
一
郎
専
務
理
事
は
「
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
。
被

災
者
の
支
援
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
髙
橋

町
長
は
「
一
日
も
早
い
生

活
再
建
に
向
け
て
、
被
災

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策

を
進
め
て
い
く
。
支
援
物

資
は
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
話
し
ま
し

た
。

役場新庁舎建設予定地（1）蚕糸記念公園（2）桑折西山城跡��
（3）で各担当職員から説明を受ける有識者会議委員

1

2 3

　

気
軽
に
桑
折
町
の
暮
ら

し
が
体
験
で
き
る
「
桑
折

町
お
試
し
住
宅
（
愛
称
ホ

タ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
）
の
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
11
月

8
日
、
桑
島
の
旧
大
沼
邸

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来
賓
の
熊
田

孝
県
北
地
方
振
興
局
長
が

立
ち
会
う
中
、
こ
の
日
か

ら
暮
ら
し
体
験
事
業
と
し

て
滞
在
す
る
青
山
学
院
大

学
と
桜
の
聖
母
短
大
に
通

う
学
生
に
髙
橋
町
長
か
ら

鍵
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
は
、
以
前
町

に
寄
付
さ
れ
た
大
沼
邸

（
桑
島
）
を
改
修
し
た
も

の
。
桑
折
町
へ
の
移
住
を

検
討
し
て
い
る
人
や
桑
折

暮
ら
し
に
興
味
が
あ
る
町

外
の
人
を
対
象
に
、
一
定

期
間
滞
在
し
な
が
ら
肌
で

町
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▶�

後
藤
さ
ん（
写
真
右
）に
災
害
見
舞
金

を
手
渡
し
、
声
を
か
け
る
髙
橋
町
長

　

髙
橋
町
長
と
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
石
幡
正
則
副

会
長
兼
事
務
局
長
は
10
月

28
日
、
台
風
19
号
の
被
害

を
受
け
た
北
沢
地
区
を
訪

問
し
、
床
上
浸
水
の
被
害

を
受
け
た
7
世
帯
の
方
々

に
災
害
見
舞
金
を
贈
り
ま

し
た
。

　

改
め
て
住
宅
や
畑
な
ど

の
被
災
状
況
を
直
接
見
て

回
っ
た
髙
橋
町
長
は
「
被

災
者
の
方
々
が
一
刻
も
早

く
元
の
生
活
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支

援
に
全
力
を
挙
げ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

支
援
を
受
け
た
後
藤
哲

男
さ
ん
は
「
生
活
再
建
に

役
立
て
た
い
。
前
を
向
い

て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

郡山市から参加

関根 花
か ほ

歩さん

町の人が親切で、住宅も快適
で、我が家以外にこんな居心
地が良い居場所はないなと思
うほど、桑折町が大好きにな
りました。体験中に感じた町
の魅力を多くの人に宣伝した
いです。この町がさらに元気
になることを願っています。

1利用者第 1号に鍵を引き渡す
髙橋町長　2玄関に入ると町の
写真やパンフレットがお出迎え

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
町
内
防
火
パ
レ
ー
ド
が

11
月
17
日
、
町
全
域
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
や
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
約
20
人
、
消
防
車
両

4
台
が
出
動
。
こ
れ
か
ら

空
気
も
乾
燥
し
、
火
災
の

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
町
内
を

く
ま
な
く
巡
回
し
ま
し

た
。女
性
消
防
団
員
が「
火

の
用
心
」
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

寒
い
時
季
に
な
り
、
ス

ト
ー
ブ
や
灯
油
を
扱
う
機

会
が
増
え
ま
す
。
住
宅
用

火
災
警
報
器
や
消
火
器
の

設
置
・
点
検
を
行
う
と
と

も
に
、
火
を
使
う
際
は
十

分
注
意
し
、
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
「
広
告
付
き
年
賀
は
が

き
」
の
販
売
が
11
月
1
日

か
ら
始
ま
り
、
桑
折
郵
便

局
で
は
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
郵
便
㈱
福
島
県
北

部
の
髙
島
貞
邦
統
括
局
長

と
髙
橋
町
長
ら
、
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
販
売
を
開
始
。
こ
の

日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

広
告
付
き
年
賀
は
が
き
に

は
、
特
産
の
桃
や
町
の
名

所
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

価
格
は
1
枚
58
円
。
桑
折

町
、
福
島
市
、
伊
達
市
、

二
本
松
市
、
川
俣
町
、
国

見
町
の
郵
便
局
で
好
評
販

売
中
（
数
量
限
定
）
で
す
。
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マイナンバーカード
取得しませんか?

◦確定申告を自宅のパソコンやスマートフォンで行えます。
◦�学生の皆さんがコンサート会場に入場する際の本人確認資料

に使えます。
◦�買い物に使えるマイナポイント制度も来年実施予定です。

マイナンバーカードを取得するメリットは？

1スマートフォン
スマホで顔写真を撮影▶申請書のQR
コードを読み取る▶申請用WEBサイ
トで写真登録・必要事項入力する

申請してみましょう！

NE
WS

pick up まちのニュース

54

こ
お
り
写し
ゃ

ん
歩ぽ

陣
屋
の
杜
公
園
で
カ
メ
ラ
講
習

◦顔写真入りのためなりすましはできません。
◦個人情報を一元管理せずに、分散管理しています。
�◦�プライバシー性の高い税や年金などの個人情報はカードに

入っていません。
◦�不正に情報を読みだそうとすると、ICチップが壊れる仕組

みになっています。
◦紛失・盗難の場合は24時間、365日一時利用停止可能です。

マイナンバーカードの安全対策は？

　マイナンバーカードは、自分の個人番号の証明や本人確認の
際の公的な身分証明書として利用でき、さまざまな行政サービ
スを受けることができるICチップ付きのカードです。

2パソコン
カメラで顔写真を撮影▶申請用WEB
サイトで写真登録・必要事項入力する

3郵便
申請書に必要事項を記入し、6か月以
内に撮影した顔写真を添付して郵送

4証明用写真機
タッチパネルで【個人番号カード申請】
を選択▶料金を投入して申請書のQR
コードをバーコードにかざす▶画面の
案内に従い顔写真撮影・必要事項入力

問税務住民課　☎ 582-2114

～ 税務住民課でもサポートします ～

▲�あいにく風が強い日でしたが、晴天の中、川沿
いの眺めも楽しみながら元気に歩きました

歩

醸芳中文化部フラワーロードギャラリー完成

景画で町を明るく元気に風

▲�製作に伴う支援をいただいた、だて西ロータリー
クラブが訪れ、生徒と作品の完成を祝いました

桑折地区住民自治協議会標語募集表彰式　

全な町への思いを 17 字に託して安

町小中学校音楽発表会

楽を通して地域交流音

・ ・

・・

自分に合った方法で

桑
折
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

空
家
等
対
策
の
相
談
所
を
開
設

▶�

町
長
や
関
係
者
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
し
て
開
所
を
祝
い
ま
し
た

あぶくまウォーク桑折

きながら、楽しく町の歴史を学ぶ

　第 36 回桑折町小・中学校音楽発表会が 10 月 31 日、町地域交流セ
ンターで開かれました。
　各小学校 3、4 年生（醸芳小は 4 年生）と、中学校からは、10 月 20
日に行われた校内合唱コンクールで金賞を受賞した 2 年 3 組が代表で
参加しました。部活動からは醸芳小学校器楽部と醸芳中学校吹奏楽部が
参加し、日々取り組んできた練習の成果を発表しました。演奏が終わる
たびに会場からは大きな拍手が送られ、参加した子どもたちは、他校の
演奏に聴き入っていました。

　

町
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
た

ち
が
集
う
オ
フ
会
「
こ

お
り
写
ん
歩
」
の
第
2

弾
が
11
月
17
日
、
町
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

20
～
30
代
の
桑
折

フ
ァ
ン
が
東
京
都
や
山

形
県
な
ど
県
内
外
か
ら

集
ま
り
、
町
内
を
散
策

し
な
が
ら
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

町
の
写
真
ク
ラ
ブ

「
サ
ン
・
フ
ォ
ト
こ
お

り
」か
ら
講
師
を
招
き
、

紅
葉
が
見
ご
ろ
の
陣
屋

の
杜
公
園
で
撮
影
。
紅

葉
を
美
し
く
撮
る
コ
ツ

を
教
わ
り
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　桑折駅前復興公営住宅前で見る人を楽しませている、醸芳中学校フラ
ワーロードギャラリーの作品が完成し、11 月 15 日、作品掲示の「建
植サイン」の設置式が行われました。この取り組みは 3 年目となり、
昨年度の作品の隣に、今年度参加した生徒 11 人の絵が飾られました。
　生徒らは「町の好きな風景」というテーマのもと、旧伊達郡役所や半
田山などをデザイン。「この住宅で暮らしている浪江町の方や、道路を
通りかかる人に、自分たちの絵を通して町の魅力が伝わったらうれしい」

「作品づくりを通して改めて町の良さに気付いた」などと話しました。

◀�

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
紅
葉
」。
愛
用
の

　
カ
メ
ラ
で
と
っ
て
お
き
の
1
枚
を
撮
影

　歩きながら桑折町の歴史を学べる「あぶくまウォーク桑折」が 11 月
17 日に行われ、1 歳から 81 歳までの約 60 人が参加しました。
　参加者は、蒸汽の桜や天皇皇后両陛下の行幸啓記念碑などを巡り、
6km のコースを元気にウォーキング。歴史案内人の説明を聞きながら、
阿武隈川の流れの移り変わりや、養蚕が盛んなころの桑畑が果樹生産地
となった経緯などを学びました。中間地点の桃の郷ポケットパークでは
玉こんにゃく、ゴール地点のふれあい公園では豚汁の振る舞いもあり、
おかわりをする参加者の姿も見られました。

▲�醸芳小 5、6�年生を対象とした応募作品数 94点
　の中から、見事優秀作品に選ばれた皆さん

　桑折地区住民自治協議会主催による「交通安全」をテーマとした標語
の表彰式が 11 月 12 日、醸芳小学校で行われました。工藤信悦会長よ
り、優秀作品に選ばれた醸芳小学校の児童 16 人に賞状が手渡されまし
た。優秀作品は、立て看板として地域内の道路脇に掲げ、町の交通安全
を地域の皆さんに広く呼びかけていきます。

【優秀賞受賞者】菅野笑
に こ

瑚、斎藤万
ま お

桜、早田夢
ゆ め か

華、菅野柊
と う ま

真、千葉晴
はる

、
八島絆

は ん な

奈、大野永
え い と

翔、佐藤亜
あ み

美、佐藤樹
いつき

、末永偲
し の か

香、須田湧
ゆ う や

也、本間
俊
しゅんのすけ

之介、加藤莉
り お

緒、上杉南
み な み

美、畑俊
しゅんすけ

輔、長沼優
ゆう

（順不同・敬称略）

▲�指揮に合わせ、みんなで心ひとつに演奏を披露
しました（伊達崎小学校 3、4年生） 　

町
の
空
家
等
の
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
町

内
の
各
分
野
の
専
門
家

で
結
成
さ
れ
た
「
桑
折

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
」

が
10
月
28
日
、
常
設
の

相
談
所
を
旧
菱
沼
カ
メ

ラ
店（
北
町
66
）で
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
行
わ
れ
た
開

所
式
で
は
、
県
北
建
設

事
務
所
の
澁
谷
修
建
築

住
宅
部
長
ら
が
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

相
談
所
で
は
、
所
有

す
る
空
家
の
将
来
に
つ

い
て
お
困
り
の
人
や
、

新
た
な
住
居
と
し
て
空

家
を
検
討
し
て
い
る
人

か
ら
の
相
談
を
無
料
で

受
け
付
け
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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■主な手当の種類とその内容　◎

期末・勤勉
手当（一般職）

•期末手当　6月期　1.275月分　12月期　1.275月分
•勤勉手当　6月期　0.925月分　12月期　0.925月分

時間外
勤務手当

•職員１人当たり平均支給年額…280,728円
　（平成30年度一般会計決算額）

扶養手当 •子…1人10,000円　•子以外…１人6,500円
•扶養親族のうち16歳から22歳までの子…１人5,000円加算

住居手当 借家借間…27,000円上限

通勤手当
•�交通機関など利用者…63,000円までは全額、63,000円を超えた場合、その超えた額の1/2の額
を63,000円に加えた額
•自動車等使用者…通勤距離に応じて、2,000円～ 40,900円

特殊勤務
手当

•職員全体に占める手当受給者の割合…29.9％
•支給対象職員１人当たり平均支給年額…101,188円
•代表的な手当の受給者…税務職員、保育士、幼稚園教諭、保健師など

管理職手当 職制上の段階により、給料月額の10％～ 13％（課長補佐以上）

03　職員の勤務条件の状況

■勤務時間

１週間の正規の勤務時間 38時間45分
１日の正規の勤務時間 7時間45分

開始時刻 午前8時30分
終了時刻 午後5時15分

■休暇制度

休暇の種類 付　与　日　数

年次有給休暇

年ごとに20日間付与さ
れ、20日を超えない範
囲内の残日数は翌年度に
繰り越し可能
※平成30年平均取得
　日数…6.3日

特
別
休
暇
（
主
な
も
の
）

産前産後休暇 産前８週、産後８週
育児時間休暇 １日２回各45分以内

骨髄ドナー休暇 必要とする期間
ボランティア休暇 ５日以内

子育て支援休暇 7日以内（子が2人以上
の場合は10日以内）

結婚休暇 連続５日以内
忌引休暇 続柄により１～10日以内

夏季休暇 ６～ 10月の間に５日以内

短期介護休暇 ５日以内（要介護者が２人
以上の場合は10日以内）

■育児休業の取得状況（平成30年度）

区分
育児休業の取得期間

１年以内 １～２年以内 ２～３年以内
男性 ０人 ０人 ０人
女性 0人 １人 ０人

04　職員の分限処分と懲戒処分の状況

・分限処分…4件（休職1件、免職1件）　　
・懲戒処分…なし　　　　　　　　　 （平成30年度）

05　職員の服務の状況

区　　分 承認件数 事　由
服務義務違反 ０件

営利企業等従事許可 ０件

06　職員の研修と勤務評定の状況

■職員の研修の状況

区　分 内　　容 受講者数
派遣研修

（ふくしま自治
研修センター）

基本研修（階層別） 13人
専門研修 29人

庁内研修

メンタルヘルス研修 47人
新規採用職員研修 3人
町内企業との連携
による研修 42人

町職員としての意識
啓発研修 70人

■職員の勤務評定の状況
… 6月期および12月期の勤勉手当について、勤務評

定を実施し、その評定を反映させて支給しています。

07　職員の福祉と利益の保護の状況

■健康診断等の受診状況

区　　分 受診者数
定期健康診断 94人
人間ドック 34人

区　　分 件数
公務災害 1件
通勤災害 0件

■公務・通勤災害の発生件数

※�職制上の段階、職務の級
などによる加算措置あり

08　公平委員会の業務の状況

区　　分 件数
勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
不利益処分に関する審査請求の状況 ０件
人事行政相談の状況 ０件

町人事行政の運営等の状況
　町の人事行政運営等を町民の皆さんに理解していただくため「桑折町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、職員数や給与、服務などの状況について公表します。　　問総務課　職員係　☎582-2111

01　職員数および任免の状況
■部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部  門
一　般　行　政　部　門 特別行政部門 公営企業等会計部門

合計
議会 総務

企画 税務 民生 衛生 農林
水産 商工 土木 小計 教育 小計 水道 その他 小計

平成31年度 2 26 7 15 11 8 5 11 85 27 27 6 9 15 127
平成30年度 2 27 7 12 11 8 6 13 86 26 26 6 9 15 127
対前年増減数 △1 3 △1 △2 △1 1 1

※特別職（３名）は人数に含まれていません。

■一般行政職の級別職員数の状況　◎

級 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計
標準的な
職務内容 主事 主事 主任主査

主査
課長補佐
主任主査 課長等 参事 －

職 員 数 6人 13人 16人 36人 12人 2人 85人
構 成 比 7.1% 15.3% 18.8% 42.4% 14.1% 2.4% 100%

※小数点以下の処理の都合上、合計が100%にならない場合があります。

■採用および退職の状況

平成31年４月１日付け
採用者数（再任用含む） 8人

平成30年度退職者数 8人

増減 0人

02　職員の給与の状況
■人件費の状況（平成30年度一般会計決算）

住民基本台帳人口
(平成31年3月31日現在)

歳　出　額
Ａ 実質収支 人　件　費

Ｂ
人件費率
(Ｂ/Ａ)

11,842人 5,413,486千円 270,219千円 1,034,351千円 19.1%

※人件費には、特別職に支給される報酬や社会保険の事業主負担分なども含んでいます。

■職員給与の状況（平成31年度一般会計当初予算）

職員数
A

給　　与　　費 １人当たりの
給与額Ｂ／Ａ給　料 職員手当など 計　Ｂ

111人 459,453千円 256,986千円 716,439千円 6,454千円

※職員手当には、退職手当（退職手当負担金）および児童手当は含みません。

■職員の平均給料月額および平均年齢　◎

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 317,116円 41歳3月
技能労務職 351,400円 53歳1月

※給料水準の改善のため給料月額を５％削減
　（行政職３級以上職員）

■特別職の報酬等の状況　◎

区　分 給料・報酬月額 期末手当
町　長 846,000円

三
役

6月期 1.40月分
副町長 676,000円 12月期 1.50月分
教育長 635,000円 合　計 2.90月分
議　長 338,000円

議
員

6月期 1.40月分
副議長 254,000円 12月期 1.50月分
議　員 228,000円 合　計 2.90月分■職員の初任給の状況　◎

区　　分 学歴 初任給

一般行政職
大学卒 184,900円
高校卒 151,900円

（単位：人）

※標題◎については、平成31年4月1日現在
※04～ 08については、平成30年度

※�

こ
こ
で
用
い
た
数
値
は
、「
地
方
財
政
状
況
調
査
」、「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
お
よ
び
「
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
」
な
ど
を
も
と
に
し
た
も
の
で
す
。

（平成30年度）

（平成30年度）

※すべて平成30年度

※給与費については、任期付短時間勤務職員の給与費が含まれていますが、職員数には含まれていません。
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♥
健康だより

好ましくない
生活習慣を続けると…

結果票をお持ちください！

健
診
結
果
か
ら
見
え
る
あ
な
た
の
体

健
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？
第
7
回

　健診結果表を見ながら、個別にご相談
に応じます。一人一人の生活習慣をカウ
ンセリングしながら、専門的な視点でア
ドバイスをさせていただきます。

無料相談会を開催！

9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
実
施
し
た
町
の
特
定
健
診
。

す
で
に
皆
さ
ん
の
元
へ
結
果
表
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
健
康
だ
よ
り
で
は
、
そ
の
結
果
表
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
自
宅
に
届
い
た
結
果
表
を
片
手
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

町の保健師や管理栄養士による

　
健
診
は
受
け
る
こ
と
が
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
結
果

か
ら
自
分
の
体
に
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
、
自
分
の
体

に
応
じ
た
治
療
や
生
活
習
慣
を

選
択
す
る
こ
と
が
、
体
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
は
、
健
診
で
は
、
何
を
見

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

血
液
の
状
態
を
確
認

　
特
に
健
診
の
検
査
項
目
が

多
い
の
は
血
液
で
す
。
血
液

１
０
０
cc
当
た
り
の
物
質
の
量

を
測
っ
て
い
ま
す
。
血
糖
値
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
、
血

管
の
動
脈
硬
化
（
血
管
が
固
く

な
り
、
血
液
が
流
れ
に
く
い
状

態
）
に
影
響
す
る
物
質
の
量
を

測
り
、
さ
ら
に
、
動
脈
硬
化
に

よ
っ
て
心
臓
や
腎
臓
や
脳
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
な
い
か
を
見
て

い
ま
す
。
側
溝
に
例
え
る
と
、

幅
が
細
け
れ
ば
水
の
流
れ
は
勢

い
が
増
し
、
さ
ら
に
、
土
砂
も

た
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
血

管
も
こ
れ
と
同
様
で
す
。
血
管

が
固
く
な
っ
て
細
く
な
っ
て
し

ま
う
と
、
高
血
圧
に
な
り
、
血

栓
も
つ
ま
り
や
す
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

結
果
の
値
は
、
一
人
一
人
違

い
ま
す
。
体
質
や
年
齢
に
よ
っ

て
、
代
謝
（
食
べ
物
に
含
ま
れ

る
栄
養
素
の
利
用
）
に
は
個
人

差
が
あ
り
、
食
べ
方
（
食
べ
物

の
種
類
や
量
、
食
べ
合
わ
せ
、

時
間
）
な
ど
の
生
活
習
慣
も
、

大
き
く
結
果
に
影
響
し
て
き
ま

す
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
今
回
の
結
果
を
見
て
、
改
め

て
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

が
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
、

腎
臓
病
を
予
防
し
、
将
来
の
介

護
予
防
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
左
の
ペ
ー
ジ
に
自

分
の
健
診
結
果
を
記
入
し
て
、

基
準
値
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
自

分
の
結
果
が
ど
ん
な
病
気
に
つ

な
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
、
今
月

の
健
診
結
果
相
談
会
を
は
じ

め
、
随
時
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
う
し
た
機
会
を
利
用

し
、
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
す
で
に
病
院
を
受
診

し
て
い
る
人
は
、
健
診
結
果
を

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
見
せ

て
、
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
で「
要
精
検
」と
な
っ

た
人
は
、
す
ぐ
に
病
院
を
予
約

し
て
、
必
ず
精
密
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

日程▶12 /10火 ～12木

場所▶�保健福祉センター
　　　 「やすらぎ園」

要予約（☎ 582-1113）

●血管の丈夫さは血液の中身と血圧が影響し、日々の食生活で、毎日少しずつ入れ替わっています！

血管を傷めるのは？ 血管がつまる・やぶれる 要介護
状態

健診結果でチェック！
この段階では痛みや
自覚症状がない。

高血圧／高血糖／脂質
異常／高尿酸

脳卒中／心筋梗塞／腎臓病／糖尿病
合併症／認知症

自覚症状が出てくる。
生活習慣を見直せば
予防もできる！

何をみてる？ 検査項目 基準値 結　果

からだの大きさ
腹囲から内臓脂肪の面積を測っています。内臓脂
肪が多いと、糖尿病や高血圧、脂質異常症のリス
クが高くなります。

身長 ―

体重 ―

BMI 18.5 ～ 24.9

腹囲 男 85㎝未満
女 90㎝未満

内臓脂肪の蓄積
肝機能もここで見ています。肝炎や、脂肪肝、心
筋梗塞、お酒の飲みすぎなどで高値となります。

中性脂肪 空腹～ 149㎎ /dl
食後～ 199㎎ /dl

HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 40㎎ /dl 以上

AST（GOT） ～ 30IU/l

ALT（GTP) ～ 30IU/l

γ GT（γ GTP) ～ 50IU/l

血管の状態
高血圧は動脈硬化を進め、脳や心臓、腎臓の血管に
圧力をかけ、脳梗塞や心筋梗塞のリスクを高めます。

血圧 収縮期 130㎜ Hg 未満
拡張期 85㎜ Hg 未満

尿酸 ～ 7.0㎎ /dl

インスリン抵抗性
血糖を調整するホルモン（インスリン）が機能し
ているかを見ています。糖尿病の診断の指標にも
なります。

血糖 空腹～ 99㎎ /dl
食後～ 139㎎ /dl

HbA1c ～ 5.5%

尿糖 ―

腎機能
腎臓は老廃物を排出する役割を担っています。
老廃物を排出できているか、本来排出しないもの
が排出されていないかを見ています。

血清クレアチニン 男 0.45 ～ 1.14
女 0.35 ～ 0.94

eGFR 60 ～

尿蛋白 ―

アルブミン ～ 18㎎ /dl

動脈硬化の危険因子 LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ ～ 119㎎ /dl

心臓の動き 心電図 所見なし

脳血管の変化
眼底は体の中で唯一血管を直接観察できる場所。
脳血管と似た状態を示し、動脈硬化の進行度や眼
球の病気、糖尿病の発見の手掛かりになります。

眼底検査 所見なし

血栓の出来やすさなど
ヘマクリット 男 38.0 ～ 54.9％ 

女 33.0 ～ 47.9％
血色素量 

（ヘモグロビン値）
男 13.1 ～ 17.9g/dl 
女 12.1 ～ 15.9g/dl

血管への影響（動脈硬化）やそれに伴う合併症とは？

自分の健診結果を記入して、基準値と照らし合わせてみましょう。
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子 育 て ア ド バ イ ス

子育ての悩みに
お答えします

N E W S

「こんな時はどうしたらいいんだろう？」
パパやママたちの子育ての悩みや素朴な
疑問にお応えします。

自分が疲れているときや
忙しいとき、ついスマホ
に頼って、子守りをして
しまいます。やっぱり「ス
マホ子守り」は子どもに
良くないのでしょうか。

ママから
の 質 問

スマホに子守りをさせてもいいの…？

お答えします !

×

×親がスマホに夢中になると、親子の会話
や体験を共有する時間が奪われ、赤ちゃ
んの安全に気配りができません。

ナイロン袋に材料を全て入れて煮るだけ
なので非常時にも役立つメニューです。

～ 松野 洋子さん ～

Recipe

Life

【１食分の栄養価】　エネルギー 155kcal
たんぱく質11.5g / 脂質 5.5g / 鉄 1.0㎎
カルシウム 133㎎ / 塩分 0.5g

塩 分

0.5g

● 5 つのルールを守りましょう！
❶�2歳までは、スマホ・テレビ・DVDの視聴は控え

ましょう。
❷�授乳中、食事中のスマホ・テレビ・DVDの視聴は

控えましょう。
❸ すべてのメディアへ接触する総時間を制限するこ

とが重要です。1日1 ～ 2時間が目安です。
❹�子ども部屋に、スマホ・テレビ・パソコンを置か

ないようにしましょう。
❺�親子でメディアを上手に利用するルールを決めま

しょう。

スマホ子守り  の悪影響

今すぐやめて！スマホに子守りを
させないためには？

子育て世代包括支援センター
「すくすく」　☎ 582-6045

相談窓口・問い合わせ
・

・

・

・

ムズかる赤ちゃんに、子育てアプリの画
面で応えることは、赤ちゃんの育ちをゆ
がめる可能性があります。

小さいうちから、「スマホとの関わり」について、家
庭でルールを決めておきましょう。

赤ちゃんと目と目を合わせ、
語りかけることで、安心感と
親子の愛着が育まれます。

“ ”

■作り方　
❶ じゃがいもは食べやすい大きさに切る。生姜はせん切

り。
❷ 材料全てをナイロン袋（加熱使用が可能であるもの）

に入れて、空気を抜いて口を閉じて約30分煮る。

　やらなければならないことがあるときや、楽をしたいときなどに
ついつい頼りたくなってしまう「スマホの子守り」。子ども向けの
動画やアプリさえダウンロードしておけば、大人の都合でいつでも
どこでも子どもは集中して遊んでくれますよね。しかし、そうした
生活が日常化され、ずっとスマホをいじらせてしまうのは、大変危
険なことです。親子の信頼関係を築くためには、赤ちゃんのときか
らコミュニケーションをとることが大事です。
　 「うちの子はまだ小さくて、直接話しかけても、何も分からない
から…」と思うかもしれませんが、実は子どもは大人の言葉かけが
大好きです。子どもが「アーアー」「ウーウー」などの声を出した
ときは、できるだけ相手をしてあげましょう。例えば「お花が咲い
ているね」「お天気がいいね」「気持ちいいね」など、見たまま、感
じたままに話しかけてみましょう。言葉かけによって、子どもは安
心感が生まれ、「言葉の貯金」をしていくようになるのです。
　子育てを楽したい気持ちは分かりますが、0歳から5歳までは子
どもの成長にとって、とても大切な期間です。スマホに依存して、
スマホ脳・ゲーム脳にしてしまうのではなく、子どもと向き合い、
親子の絆を深める時間を過ごしましょう。

親子が同じものに向き合って
過ごす時間を大切にしましょ
う。絵本の読み聞かせや散歩、
外遊びは、子どもの五感や
体力、運動能力を育みます。

桑折町赤十字奉仕団
地域ボランティアグルーブ

　桑折町赤十字奉仕団は、今年で結成30周年を迎えま
した。現在は団員38人で、やすらぎ園でのデイサービ
スや町内の花植え・除草作業など、赤十字の人

じんどうはくあい

道博愛の
思想のもと、明るく住みよい社会を築くため、地域に根
ざした活動を行っています。
　11月15日には、やすらぎ園で食講座を実施しました。
グループごとに減塩を意識した献立を考えたり、野菜が
たくさん摂れる「非常食」を調理したりして、健康的な
食事づくりについて学びました。

■材料（4人分）
さば水煮缶

じゃがいも
砂糖
みりん
生姜

さば缶じゃがいも
今月の健康レシピ

1缶（約200g）
5個

大さじ1
小さじ1

適量

●公民館　　●やすらぎ園　　㊩休日当番医

◆母子手帳交付・すくすくの日　　

【交流スペース開放】：「イコーゼ！」10:00～11:30

♥ベビールーム（1ヵ月～ 1歳5ヵ月頃のお子さんと保護者）

★キッズひろば（1歳6ヵ月頃～就園前のお子さんと保護者）

5 THU

12/4 WED

7 SAT

8 SUN

Dec 2019
Calendar12

6 FRI

9 MON

10 TUE

11WED

12 THU

13 FRI

14 SAT

15 SUN

16MON

17 TUE

18WED

19 THU

20 FRI

21 SAT

22 SUN

23MON

24 TUE

25
26
27

WED

THU

FRI

㊩阪内医院　☎577-2222

㊩なかのクリニック　☎575-2246

10～11か月児健診（H30年12月、H31年1月生）
（受付：13:00～13:30）

◆

28 SAT

◆

◆

◆

すくすく合同たのしみ会

歴史案内人育成講座

㊩伊達セントラルクリニック　 ☎575-3215

フラワーアレンジメント講座①

㊩もり医院　☎577-7780

町民運動場、町民テニスコートナイター冬季
閉鎖（3/31まで）、広報12月号、お知らせ版
男性のための健康料理教室

旧伊達郡役所ライトアップ（～1/5）

キッズもちつき大会

桑折学習塾（中学）

3歳６ヵ月児健診（H28年4・5・6月生）
（受付：個別通知）、健康相談日（やすらぎ園）

内部被ばく検査

お知らせ版
確定申告ID・パスワード付与申請受付

29 SUN

30MON

31 TUE

シニア向けスマートフォン講座

内部被ばく検査

㊩梁川病院　☎577-2155

こおり友遊くらぶ

追加健診（特定健診・がん検診）

桑折学習塾（中学）
フラワーアレンジメント講座②

小・中学校終業式

仕事納め

幼稚園終業式
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▶町民体育館 ☎ 582-3713　▶公民館 （桑折）☎ 582-2564（睦合） ☎ 582-2468（伊達崎） ☎ 582-4313（半田） ☎ 582-3121　▶遊学館「よも～よ」☎ 582-5388

広げよう！文化交流の輪
第    44 回 桑 折 町 文 化 祭

図書だより

マ
ル
ベ
リ
ー
こ
お
り

問遊学館「よも～よ」　☎ 582-5388

問
マ
ル
ベ
リ
ー
こ
お
り
事
務
局

☎
５
８
２
‐
３
１
２
９

生涯学習だより

選奨土木遺産“西根堰”
ノルディックウォーキング2019

今月のおすすめ

■あの日に帰りたい　駐在日記
　小路幸也：著（中央公論新社）

　1971年。元刑事・蓑島周平と元医者・
花の夫婦の駐在生活も板についてきた頃。
新たな仲間、柴犬のミルも加わり、のん
びりした生活…と思いきや、相変わらず
事件の種はつきないようで。平和（なは
ず）の田舎町を、駐在夫婦が駆け回る！
レトロで心温まる連作短篇ミステリー。

　きらわれもののおおかみはひとり
ぼっちのケムシとだいのなかよしにな
りました。「これからはずっとずっと
いっしょだよ」たのしい日が、つづき
ました。ところがある日、きゅうに…
クリスマスに願いをかけたおおかみに
奇跡はおこるのでしょうか？

一般書

あたたかい気持ちになれる本

■あいたくてあいたくて
　みやにしたつや：作・絵
　（女子パウロ会）

児童書

　「選奨土木遺産“西根堰”ノルディックウォーキ
ング2019」が11月9日、ふれあい公園で行われ、
県内外のノルディックウォーカー 150人が参加
しました。
　参加者は、国見町の大木戸ふれあいセンターと
観月台公園・文化センターからそれぞれ11kmと、
５kmコースに分かれ、
歴史ある西根堰を学び
ながら、ノルディック
ウォーキングを楽しみま
した。
　またゴール後には、豚
汁の振る舞いや町特産品
がもらえる豪華じゃんけ
ん大会を行い、会場全体
が盛り上がりました。

inviting　community
zone　for 　everyone

基礎から楽しく学ぶ
初心者硬式テニス教室

　初心者硬式テニス教室が10月9日
から毎週水曜日（全4回）に桑折テ
ニスコートで行われました。
　このスポーツ教室は、totoの助成
を受け、人工芝を張り替えた桑折テ
ニスコートの利用促進と町民の健康
増進を目的に実施。グリーンアカデ
ミースポーツクラブの鴫原悦子さん
の指導のもと、ストロークやボレー、
サーブなどの基礎を教えていただき、
最後にはミニゲームも楽しみました。
参加者からは「丁寧な指導で良かっ
た」「汗をかいて頭も体もスッキリ
した」などいう声が聞かれました。

動けるカラダを作ろう
こ お り 友 遊 く ら ぶ

町 の 部 ９ 位 入 賞
ふ く し ま 駅 伝

マルベリーこおり基礎スキー教室
　冬の体力作り事業として、今年度も基礎ス
キー教室を開催します。今年の冬は家族そろっ
てみんなでスキーを楽しもう！
◆日 程　❶1月18日土　❷2月1日土
　　　　　❸2月15日土　❹2月29日土　　
　　　　　10:00 ～ 15:00　（全４回）
◆場 所　みやぎ蔵王白石スキー場
　　　　　※現地集合・解散
◆対 象　小学４年生～６年生　各回20人

【条件】・町内の小学生もしくはクラブ会員
　　　・初心者は保護者同伴での参加必須
◎大人・経験者向けレッスンも同時開催予定！
◆参加料　子ども  3,000円、大人  4,000円
　　　　　（リフト１日券・保険料含む）
　　　　　※レンタル料有り
◆講 師　MZ白石スノースポーツスクール
　　　　　講師・クラブスタッフ

　「自宅でチャレンジ！ロコモト
レーニング」が11月7日、「イコー
ゼ！」で行われ、町民34人が参加
しました。
　YAGOメディカルフィットネス
クラブの滝口義光先生から、自宅で
簡単に取り組める、椅子を使った筋
トレやその場でできる有酸素運動な
どのロコモ予防トレーニングを教わ
りました。
　滝口先生は「短い時間でも、継続
することが大切」と説明。参加者は

「これなら空いた時間にできそう！」
と笑顔で取り組んでいました。

掲示板
問生涯学習課　☎ 582-3129

■年末年始休館のお知らせ

日時

場所

12月28日土～ 1月5日日

「イコーゼ！」（遊び場・プールも休
み）/桑折公民館/町民体育館/
町民テニスコート

下記の期間において、各施設休館となります。

■種徳美術館企画展
　「桑折西山城と伊達氏の歴史」

日時

場所

12月22日日まで。9:00 ～ 17:00
(入場は16:30まで)、月曜休館
種徳美術館（☎582-5507）

　奥州の覇者伊達氏の初代朝宗から桑折西山
城主14代稙宗、17代政宗までの歴史をたど
ります。城跡出土遺物や戦国法「塵芥集」（複
製）、「独眼竜政宗」直筆の手紙（実物）も必見!

入館
料金

大人200円、高校生100円、
小中学生50円

日時

場所

12月28日土～ 1月6日月

睦合公民館/伊達崎公民館/半田公
民館/中央公民館分室 「よも～よ」/
旧伊達郡役所/種徳美術館

　第31回市町村対抗福島県縦断駅
伝競走大会が11月17日に行われ、
桑折町チームの結果は5時間39分
03秒で、総合25位、町の部9位と
過去最高の成績を収めました。
　今シーズンは、佐藤圭監督の熱心
な指導のもと、各種大会や夏合宿に
取り組んだほか、大学などで活躍す
る選手も故郷のために力走しました。
　駅伝チームは、走ることに興味が
ある、協力したい人を募集していま
す。毎週火曜、金曜日の19時から
ふれあい公園周辺で練習しています。
興味のある人はぜひご参加ください。

　第44回桑折町文化祭が10月5日を皮切りにし
て「イコーゼ！」をメイン会場に行われ、期間中
2千人を超える多くの皆さんが来場しました。
　10月5日に開かれた「社交ダンス交流会」では、
県内外のダンス愛好家が交流を深めました。
　26日の「総合開会式」から3日間にわたって
行われた「総合展示会」では、文化団体連絡協議
会加盟団体をはじめ、子どもから高齢者まで多く
の作品を展示。今年は新規加盟団体の木彫教室「あ
とりえ夢²」や、地域子育て支援センターからの
出品があり、来場者を楽しませていました。
　27日に行われた「芸能・ダンス発表会」では、
同協議会加盟団体のほか、醸芳小学校や半田醸芳
小学校などが出演。新規加盟団体の「プルメリア
こおり」もフラダンスを披露し、文化交流の輪が
広がりました。
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広告

わたしの夢

TSUKASA
SAITO

趣味はガンダムのプラモデルづくりで
す。何時間でもずっと集中して作ってい
られます。

　ぼくの夢は、装蹄師になることです。
　家業は牧場を経営しており、小さいころから馬の
世話をしたり、乗馬をしたりして過ごしてきまし
た。馬も人間と同じで、日々生きていく中で、嫌な
ことがあったり、楽しいことがあったり、感情の変
化があります。直接言葉は通じなくても、しぐさで
馬の気持ちが分かり、互いに感情を共有できるよう
になってきました。
　父は仕事に対してとても厳しく、正直怖いなと感
じることもあります。でもそれは、自分が将来立派
な装蹄師になるために接してくれているのだと思い
ます。そんな憧れの父の背中を追い、いずれ父を超
えるくらいの領域に立てるように努力したいです。

父の後継いで「装
そ う て い し

蹄師」へ
斉藤  司さん（醸芳中3年生）

広告

こおりスマイル

地元だより 約3万球のイルミネーションが駅前を彩ります！
追分まちづくり協議会より

メ
ー
ル
内
容

問 総合政策課　 ☎ 582-2115
町民の皆さんの笑顔の写真を募集します。年齢は問わず、赤ちゃんから学生さん、大人の方まで大歓迎！
❶最近撮影した写真　❷氏名（ふりがな）・性別　❸メッセージ（20字程度）を記入して応募してください。

【応募先】総合政策課　　seisaku@town.koori.fukushima.jp　右QRコードから簡単にメール送信できます。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

　町の新たな情報発信手段として「こおりメールマガジン」が始まりました。
配信希望のジャンルを選ぶと、一人一人に合った情報が届くようになります。
登録は、下記のQRコードから必要事項を入力するだけ！携帯電話からもパソコ
ンからも無料で利用できます。情報収集にぜひお役立てください。

こおりメールマガジンで情報収集をもっと便利に！
あなたにぴったり合った情報を定期的にお届けします！

「くらし・手続き」に登録すると…
　税金・年金のお知らせ／各種手続き関係
「子育て・教育」に登録すると…
　乳幼児健診の日程／セミナー・教室の案内
「健康・福祉」に登録すると…
　健康診断の日程／講演会の案内
「観光」に登録すると…
　町のイベント情報／観光スポットの見ごろ情報

登録はこちら！

　毎年大好評の「JR桑折駅前イルミネーション」が、
今年も始まりました。令和2年2月2日までの冬季期
間、約3万球のカラフルな光が駅前ロータリー広場や
北側駐輪場周辺を華やかに彩ります。
　この事業は、平成4年から、追分まちづくり協議会
が主体となり、桑折ライオンズクラブ、町内の有志な
どの協力のもと実施してきました。
　毎年少しずつ電球を増やしたり、飾りの配置をアレ
ンジしたりしながら趣向を凝らしている駅前イルミ
ネーション。点灯時間は午後4時30分から深夜0時
までです。昨年とはまた一味違ったイルミネーション
を見に暖かい格好でお越しください。

笑顔を絶やさず元気に育って
ね！　ママより♥

ワ
ト
ソ
ン 

　
み
こ
と
ち
ゃ
ん

たくさん食べて大きくなりま～
す！　ママより♥

佐
藤 

和か
ず
ま真

く
ん

元気にたくましく育ってね！
ママより♥

石
幡 

明あ

き

と

希
斗
く
ん

暖かい光に包まれるJR桑折駅前ロータリー広場。追分まち
づくり協議会ではイルミネーション協力募金を実施してい
ます。詳細は事務局佐藤（☎582-3379）まで
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◦町県民税（普通徴収4期）

◦国民健康保険税（普通徴収6期）

◦介護保険料（普通徴収6期）

◦後期高齢者医療保険料
（普通徴収5期）

◆人口（前月比）  11月1日付

人口 計 11,771 人 （－3）
男 5,625 人 （＋4）
女 6,146 人 （－7）

世帯数 4,603 世帯 （－1）
転入 29人
転出 20人

出生  3人
死亡 15人

◆今月の納税

期限　12月25日 水

※住民基本台帳
　外国人含む

◆住民票/戸籍/印鑑・税証明窓口延長（毎週木曜日、午後7時まで）
※当日午後5時までに税務住民課（☎582-2114）へ予約。祝日除く。

「
桑
折
の
歌
姫
」

声
が
続
く
限
り
、
多
く
の
人
に
歌
を
届
け
た
い

澁
谷  

秀ひ
で
こ子

さ
ん
（
半
田
）

こ
お
り
暮
ら
し 

HIDEKO
SHIBUYA

熱い声援を送ってくれる皆さんから元気をもら
うと同時に、その思いを強く受け止め、これか
らも活動していきたいと意気込む澁谷さん

　

抜
群
の
歌
唱
力
で
、
聴
く
人
の
心
を
つ

か
ん
で
や
ま
な
い
澁
谷
秀
子
さ
ん
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
歌
が
好
き
だ
っ
た
と

い
う
澁
谷
さ
ん
。
小
学
校
の
と
き
、「
歌

手
に
な
れ
る
声
質
を
持
っ
て
い
る
」
と
先

生
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
一
言
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
歌
が
好
き
だ
っ
た
娘
を
思
い
、

父
が
テ
レ
ビ
の
歌
番
組
出
演
を
30
代
の
こ

ろ
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。
県
予
選
を
突
破

し
、
全
国
大
会
へ
。
見
事
、
全
国
優
勝
し

ま
し
た
。
審
査
員
の
市
川
昭
介
や
船
村
徹

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
プ
ロ
の

道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
大
好

き
な
歌
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
歌
い

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
、
甲
状
腺
の
手
術
を
し
、

声
が
以
前
よ
り
も
出
な
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
不
幸
が
続
き
ま
す
。
最
愛
の
一

人
息
子
を
若
く
し
て
亡
く
し
た
の
で
す
。

「
あ
の
と
き
は
何
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

歌
も
歌
え
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
し
か
し
、
仲
間
の
支
え
も
あ
り
、

歌
い
続
け
ま
し
た
。「
歌
う
こ
と
で
、
息

子
や
両
親
へ
元
気
な
自
分
を
報
告
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
声
が
続
く
限
り
、
歌

い
続
け
た
い
」
と
前
を
向
き
ま
す
。

【今月の表紙】
広報こおりが記念すべき600号を
迎えました。歴代広報担当者ととも
に、町の皆さんへ心から感謝を申し
上げます。記念特集では編集のこだ
わりや広報の役割について紹介。ス
マホやパソコンが普及し、活字離れ
とも言われる今。それでもこの先も
ずっと愛される広報紙となるよう
に、紙から町のあたたかさがホンワ
カ伝わってくるような桑折町らしい
広報紙をお届けしていきます（愛莉）


